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　8 カ月～ 2 歳の未満児を預かる小規模保育所
「おおきくなあれ保育園」が 4 月、追分の浅間サ
ンライン入口近くに開所した。民間が運営する
町の認可施設で、町内では初めての設置。国、
町から建物の新築などに財政支援を受けた。
　町によると、町内で待機児童は出ていないも
のの、西保育園などでは規定の
120% 内で未満児の定員オーバ
ーが続いていたという。児童の
分散により、他の保育園の負担
軽減にも繋がりそうだ。
　設備や人員配置の基準は認可
保育園と同等で、保育士のほか、
助産師経験のある看護士、調理
師がスタッフとして常駐。保育
料は公立保育園と同じ基準で算
定される。一斉保育ではなく、
それぞれの子どものやりたいこ
とを尊重し、明確な昼食の時間
も決めていない。運動会などの
大きな行事も行わないという。
大森けい子施設長は「お母さん
の代わりになれるよう、愛着を
持って一人ひとりの個性に合わ
せて育てたい」。
　また、他の園からも保育士
らが集いともに学びあう、保
育の拠点にしていきたい考え
もある。

0〜 2歳児受け入れ
民間の小規模保育所が開所

　今年で創業 100 年ほどになる小林
酒店。「資料が残っていないので、正
確な創業がわからないんです。もし
かすると 100 年以上前の創業かもし
れません」と話すのは、三代目の小
林士郎さん夫妻。開業当初はテニス
コート通りで「小林マーケット」と

して、日用品などを販売していた。
現在はショー通りに面した立地に店
舗がある。軽井沢会テニスコートも
近く、上皇ご夫妻が天皇即位後初め
ての来軽でテニスをなさった際、撮
影した写真を軽井沢会に渡したとこ
ろ、宮内庁からお礼の手紙が来たこ
ともあるという。
　酒店の始まりは戦後すぐの頃。創
業者の小林郷平が同郷の万平ホテル
二代目責任者、佐藤国三郎より「ア
メリカの進駐軍がくるから、ビール
を納品して欲しい」という依頼を受
けたのがきっかけだ。ビール以外に
も全国の地酒やこだわりのワインな

〜お店の履歴書〜

信州ワインと佐久の地酒が揃う
知る人ぞ知る歴史ある酒店
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どを取り揃え、企業や個人宅への配
達と店舗販売を行ってきた。
　今は流通が広がり、多くの商品が
手に入りやすい時代。士郎さんは地
産地消と地元の人を支える商品構成

種類豊富に並ぶ長野県産ワイン。味の違いなども
分かりやすく書かれている。
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を考え、長野県産のワインを揃え、
日本酒は佐久地方の地酒に絞って販
売。食品や日用品の取扱いも続けて
いる。
　「わざわざうちに足を運んでくださ
るお客様を大切にしたい。今後は、
地元の方の憩いの場になるようなお
店にしたいです」と話す笑顔には、
二人の真心がこもっていた。

お客様が大好きとい
う、看板犬のシュシュ
ちゃん。店内に入ると
寄って来てくれる。

県、電線埋設工事に伴い
既存街路樹を移植

　軽井沢本通りの東雲交差点か
ら中部電力軽井沢サービスステ
ーション前まで、長野県佐久建
設事務所による無電柱化の工事
が行われている。4 月 23・24
日には東雲交差点北 100m 付近
から万平通り入口付近まで東側
の歩道が整備され、イロ
ハモミジ 11 本が新たに
植えられた。既存の街路
樹だったモミジやカツラ
が大きく育ってしまった
ことから、小ぶりのモミ
ジに植え替えられること
になった。これまで本通
りを彩っていたモミジの
大半は伐採されることな

く、借宿バイパスのラウンドア
バウトに移植された。県の担当
者は「木々も生きているので、
なるべく助けたいと思って移植
した」と経緯を話している。今
後、同区間の西側の歩道が整備
される予定だ。


